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駿河湾における溶存態有機物のサイズ特性
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SizecharacteristicsofdissoIvedorganicmatter

intheSurugaBay

Yuusuke TsuJIl，Yoshim：L SUzuKI2

Abstract SizedistributionofdissoIvedorgan阜Cmatter（DOM）wasstudiedintheSurugaBaybyusing

atangential－flovultrafiltrationsystem．Inthisstudy，DOMwasfractionatedintothreefractions，

HMW（10kDatoO．lpm），MMW（lkDatolOkDa），andLMW（small（汀thanlkDa）・ConcentrationofdissoIved

organiccarbon（DOC）washighestinLMW（52．5－57．3pMand38．2－58．7pMat20mand800m，reSPeCtively）

followedby岨Ⅳ（15．0－15．9pMand5．9－11．4p鱒）andHMWDOM（2．1－2．7pMandO．5－0・7pM）・Asfor

thesamplestakenat20m，C‥NratioofHMWDOMwasloYeSt（9－11）amongthethreefractions，Yhereas

thatofLMWDOMmarkedthehighestvalues（16－18）．ThisresultindicatesthatHMWDOMcontainsmore

amount ofnitrogen enrichedorganic compounds compared toLMWDOM．On the otherhand，C：Nratio

ofMMWDOMat800mwas highest（19．3－22．5）among the three fractions as for the saJnples takenin

September and November，SuggeSting anintensive remineralization of nitrogen enriched organic

compoundscontainedinMMWDOMviaitsexportfromthesurfa，CetOthemesopelagiczone．Concentration

ofdissoIvedorganicphosphorous（DOP）at20mwasO．0lpMasforH脚DOMandthecorrespondingvalue

waso．10－0．1lpMasforthefractionofsmallerthanlOkDa（MMW＋LMWDOM）・C：N：PratioofHMW

DOMwas183：17：l and192：18：linSeptemberandNovember，reSpeCtively，Whereasthatof仙Ⅳ＋LMW

DOMwas610：41：1（September）and528：33：1（November），indicating the relative enrichment

Of organic phosphorousin high molecular veight DOM．

Keyword：DOM，tangential－flow ultrafiltration，C：N：P ratio，Suruga Bay．

はじめに

人間活動によって，二酸化炭素をはじめとする温室効果

ガスが大気中に放出され，それによって生ずる地球温暖化

が重要な地球環境問題の1つになっている．現在，大気中

の二酸化炭素を削減するため，二酸化炭素をさまざまな形

で固定するあらゆる取り組みが模索されはじめているが，

そのためには，地球上の炭素循環を理解する必要がある．

海洋は地球表層で最大規模の炭素リザーバーの一つで

あり，およそ39，000Gtの炭素を無機態あるいは有機態と

して貯蔵している（鈴木ほか，1997）．その内，有機態の炭

素は700Gtに相当し，この量は大気中の二酸化炭素量（750

Gt）にほぼ匹敵する．海水中に存在する有機態炭素の90％

以上は，孔径0．2－1pmのフィルターを通過する，主に非

生物の有機物として存在しており（小川，2001），溶存態有

1

機物（dissolved organic matter，DOM）と呼ばれている．

DOMは海洋中の有機物の重要なフラクションを担ってい

るため，DOMの動態を正確に把握することは地球上の炭素

循環を理解する上で重要である．

海洋に存在する有機物の大部分は，海産生物により生産

された現地性の化合物群であり，その起源は主に植物プラ

ンクトンが光合成により同化した一次生産産物である．

DOMは，．植物プランクトンの光合成に伴う細胞外溶出とし

て直接生産されるほか，動物プランクトンや原生動物など

による一次または二次生産者の捕食過程や，バクテリアに

よる粒子態有機物の分解，ウイルスによる細胞の溶解など

さまざまな生物活動によって生成する．しかし，生化学的

な分析手法や核磁気共鳴分光法により検出された炭水化

物，たんばく質，アミノ酸，脂質，有機酸などの主要な生

体構成有機化合物群をすべて足し合わせても，DOM全体の
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2鵬度が説明されるのに留まり，DOMの大部分が未同定

のままとなっている（小川，2001）．一方，D仇lの生分解性

や年代については，高分子のⅨMを脱塩しながら大量に濃

轄することができるTangential－floY式の限外ろ過を用

いてDOMを比較的大型の成分と小型の成分に分けて両者

の性質を比較する手法により1990年代以降，新たな知見

が蓄積している．血on＆Benner（1996）は分画分子量1，000

でD髄を分け，微生物による脚Mの分解性を低分子成分と

高分子成分で比較し，高分子成分が低分子成分に比べてバ

クテリアに利用されやすいことを示した．またGuoefaエ

（1996）は表層における高分子D棚の炭素同位体比から分

画分子量10，000以上のD棚の年齢が40年以内であるのに

対し，分画分子量1，000以上のⅨ伽の年齢が380年～4500

年であることを報告している．これらの知見からD側の性

質や動態がⅨ湖のサイズに強く依存することが示唆され

るが，限外ろ過によるこれまでの研究では分画分子量

1，000で附加を分けて両者の性質を比較した例が多く，州

の性質とサイズの関係を正確に把握するためには，DOMを

より細かくサイズ分画し，サイズごとの性質を比較する必

要がある．

そこで本研究では，これまで多くの研究で用いられてい

る限外ろ過を用いてD髄を大きさの異なる3つのフラク

ションに分け，各フラクションにおける有機物の量と元素

組成の時空間的変動を駿河湾において調査し，分子量によ

るDOMの性質を調べることを目的とした．

方　法

サンプリング

観測は2002年の7，9，11月に静岡県水産試験場所属の

海洋調査船駿河丸で行った．観測点を図1に示す．採水は

＼
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囲1駿河湾における観測点（St．2）の位置．
Fig．1Location of the saEbpling point（St・2）in the

Suruga Bay．

駿河湾において，北緯34051㌧　東経138038，のSt・2にお
いて10tのニスキンボトルを12本装着したm－キャセ

ロールマルチサンプラーで行った．採水深度は20mおよ

び800mで，それぞれの深度で約30tずつ採水した．こ

れらのサンプルは，エクストランも仏02，濃塩酸および超

純水で洗浄した20tポリカーボネートボトルに保存して

実験室に持ち帰った．ろ過処理はサンプルの採取から6～

9時間以内に行った．

限外ろ過

ろ過の手順を図2に示す．採取した海水サンプルは，大

きな粒子を除去するため，500℃で4時間燃焼処理を行っ

たGF／Fガラスファイバーフィルター（Whatman社製）で予

め吸引ろ過し，さらに，そのろ液を孔径0．1匹のカート

リッジフィルター（A皿icon社製HIMPO卜43）でろ過してバ

クテリアを除去した．このろ液20tについて分画分子量

10，．000（以降，10kDa）のフィルター（Millipore社製

Prep／ScaleUFカートリッジPTGC）を用いて限外ろ過を行

い，さらに，そのろ液2tに対して分画分子量1，000（以

降，lkDa）のフィルター（同PLAC）を用いて限外ろ過を

行った（図2）．尚，分画分子量10kDaは孔径10Ⅷに，

同l kDaは孔径1Ⅷに相当する．孔径0．1匹tのカート

リッジフィルターを用いたろ過と限外ろ過では，送液シス

テムとしてProflux M12（Amicon社製）を用いた．この

システムは溶液をフィルター面に平行に流す

Tangential－floY方式になっており，フィルター上に保持

された粒子でフィルターが目詰まりしにくいという利点

を有し，コロイド粒子や高分子化合物を高濃度に濃縮する

のに適している．本研究では，超純水を加えて脱塩，脱低

分子化する処理を行わず，フィルター上に保持された成分

を回収するために各フィルターを通過したろ過海水を使

用したため，ろ過により濃縮した物質の海水中での実際の

濃度（C）は次式によって求めた．

C＝（G－q）／f

f＝巧／柁

ここで，G，Gはそれぞれ濃縮前と濃縮後の溶液の濃度

であり，巧，埠は濃縮前と濃縮後の体積，fは濃縮率であ

る．限外ろ過によって得たサンプルは，溶存態有機炭素

佃∝）分析用と溶存態有機窒素，リン（DON，DOP）分析用に

分け，それぞれ10mt容量のガラスアンプルと125mt容量

の高密度ポリエチレンボトルに分取し，冷凍庫で凍結保存

した．ProfluxM12とフィルターはサンプルをろ過する前

に予め蒸留水および超純水で洗浄し，1サンプル処理する

ごとに0．1N－NaOH，蒸留水および超純水を循環させて洗浄
した．ガラスアンプルは使用前に540℃で4時間燃焼処理

を行い，ポリエチレンボトルはエクストラン仙102，4N－HCl

で洗浄した．

本研究では，ろ過に用いたフィルターにより，孔径0．1

岬のフィルターを通過する溶存有機物（DOM）をサイズ別
に3つのフラクションに分類した．すなわち，孔径10kDa
のフィルターに保持されたものを　high－mOlecular

－Weight（ⅢⅣ）DOM，孔径10kDaのフィルターを通過し且

つ孔径I kDaのフィルターに保持されたものをmiddle

一mOlecular一Weight（仙Ⅳ）DOM，そして孔径l kDaのフィ

ルターを通過したものをlov－mOlecularweigh（LMM）．DOM

とした．孔径0．1岬のフィルターを通過したものはbulk
DOMと命名し，各フラクションの回収率はbulkDOMの量

に対する割合として算出した．各フラクションの回収率は
89－133％であった．また，抽Ⅳ00MとⅦ朋＝Ⅸ伽の濃縮率は

それぞれ40倍，4倍であった．
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図2・溶存有機物のサイズ分画におけるろ過の操作手順．
Fig．2　FloYChart Of the filtration processes．

測　定

DOC測定

DOCはT（X：－5000（Shimadzu社製）で測定した（、日野ほか，

2002）．サンプルは，超音波洗浄器で解凍後，サンプル5mt

に対して2N－HClを0．5mt添加し，10分間バブリングする

ことによって無機炭素を除いた．測定は，1サンプルにつ

き3～5回行った．繰り返しの測定精度は土2％以下であった．

また標準物質はフタル酸水素カリウムを用いた．

DON，DOP測定

DON，DOP測定は，アルカリ湿式酸化法により全溶存態

窒素（TI）N）と全溶存態リン（TDP）濃度を測定し，予め測定し

ておいた栄養塩の内，窒素成分（NO3‾，NO2‾，Ⅶ4＋）をTDNか

ら，リン成分（PO。3‾）をT肝から差し引いて計算によって求

めた（名取ほか，2002）．TDN，TDP，栄養塩の測定はすべて

TRAACS2000（BRAN＋LUEBE社製）で行った．栄養塩の分析

精度は土0．5％程度であった．アルカリ湿式酸化では，エク

ストランMAO3（無リン酸），4N－HClおよび純水で洗浄した

50mtポリプロピレン製耐圧ボトルに海水サンプル30mt

を入れ，分解試薬を3mt加えて，120℃30分間オートクレー

ブする操作を行い，有機態成分を分解した．

結　果

3つのサイズフラクション（仙肝，hMW，LhⅣ）中のⅨ妃，DON

の濃度を実際の海水中の濃度に換算した結果と，DOC　と

DONの濃度比（C：N比）を表1に示した．濃度については

pem膿叙e

LMWDOM

3

図3に20mと800mの結果を対比して示した．また，リ

ンについては，9月と11月の20mの試水を用いて10kDa

のフィルターで分画した結果を表2に示した．各サイズフ

ラクションにおけるD（忙は，20mでは，ⅢⅣIX朋で2．卜2．5

PM，仙ⅣDOMで15・0－15・91此　LhⅣDOMで52．5－57．3岬

であり，サイズが小型化するに従い濃度が増加する傾向に
あった（表1，図3）．また800mの試水では，W DOMで

0．5－0．7岬，洲W刑で5．9－11．4岬，L脚b側で38．2－58．7

岬であり，20mの結果と同様，サイズが小型化するに従

い濃度が増加する傾向にあった．DONはⅢ㈹‖Ⅸ朋で0．05

‾0・31岬，仙WDOMで0．45－1．10岬，LhⅣDOMで2．33－3．51

脚であり，mCと同様サイズが小型化するに従い濃度が増
加する傾向にあった（表1，図3）．またリンは，抽ⅣDOM

で0．011劇であったのに対して，10kDa以下のフラクショ

ン（以降，仙Ⅳ＋L脚Ⅸ湖）で0，10－0．11川であり，リンにつ
いても低分子のものほど存在量が大きくなる傾向にあっ

た（表2）．

C：N比の値は20mでは，ⅢⅣDOMで8．2－10．6，畑作DOM

で14．5－16．6，LlⅣDOMで15．8－18．3となり，7月と9月

の試水では分子量が小さくなるにつれてC：N比が高くな

る傾向があった（表1）．また11月の試水では，C：N比

は抽ⅣDOMで最も低く（10，6），Ⅶ椚＝Ⅸ別とLhⅣD（加でそれ

ぞれ16．6，16．2となり，近い値を示した．一方800mに

おけるC：N比は，7月の試水ではWDOMで14．1，鳩ⅣDOM

で9．7，uⅣⅨMで21．6となり，仙ⅣDOMで最も低い値を

示した．これに対して9月と11月では，脚DOMで
10．3－10．9，れ仙ⅣDOMで19．3－22．5，LMW DOMで15．2－16．4

となり，仙ⅣDOMが最も高い値を示した．
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表1　2002年駿河湾試水中の各サイズフラクションにおける溶存態有機炭素（IXに），窒素（DON）濃度および両者の比
（C：N）．各フラクションのサイズは以下の通り．川鯛＝Ⅸ伽：10kDa－0，1p．仙ⅣDOM：1－10kDa．LMWDOM：1kDa
以小．

Tablel Organic carbon（DOC）andnitrogen（DON）concentrationandC：Nratioin each size fraction ofDOM

takenin the SurugaBayin2002．Each fractionYaS definedas follows：仙ⅣDOM，10kDa－0．1pm；MMWDOM，

1－10kDa；LWIM粗　くl kDa．

DOC（pM）　　　　　　　　DON（llM）　　　　　　　　　C：N

Sample HMW MMW udW HMW MMW LMW HMW MMW LMW

20m Jub　　　　2．5　　15．9

S甲．　　　2．6　　15．6

Nov．　　　　2．1　　15．0

800m July O．7　　　5．9

Sop．　　　0．6　　11．4

Nov．　　　　0．5　　　10．2

57．3　　　　0．31

55．6　　　　0．25

5享．5　　　0．20

58．7　　　　0．05

38．2　　　　0．06

小1．6　　　　0．05

1．10　　　3．13

1．08　　　3．51

0．91　　3．24

．0．61　　2．71

0．59　　　2．33

0．45　　　2．94

各．2　　14．5　　18．3

10．5　　14．5　　15．8

10．6　　16．6　　16．2

14．1　　　9．7　　　21．6

10．9　　19．3　　16．4

10．3　　　22．5　　15．2
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図3　2002年駿河湾試水中の各サイズフラクションにおける溶存態有機炭素（D∝），窒素（00N）濃度および両者の比（C：N）．（a）冊W

DOM（10kDa－0．1pJD），（b）仙ⅣDON（1－10kDa），（C）L脚DOu（lkDa以小）・エラーバーは3－5回の繰り返し測定に対する標準
偏差．

Fig・30rganiccarbon（JXX：）andnitrogen（DON）concentrationandC：NratioineachsizefractionofDOMtakenintheSurヮga

Bayin2002：（a）HWDON（10kDa－0．1pzn），（b）鳩ⅣDOM（1－10kDa），（C）L脚DOM（くlkDa）・Errorbarsrepresent standard

deviation of replicated analysis（n＝3－5）．

D∝とⅨ）Pの比（C：P比）は，20mにおいてⅢⅣDOMで　　分画分子量10kI）a以小のフラクションであるMMV＋LMWDOM

183：1（9月），192：1（11月）であった（表2）．また，　では，610：1（9月），548：1（11月）であり，C：P比
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表2　2002年駿河湾試水におけるサイズフランクション別の溶存態有機リン
（DOP）濃度と溶存態有機炭素，窒素，リン比（C：N：P）．

TabIe　2　DOPconcentrationandC：N：Pratioin thedifferent size fractions

Of DOM takenin the Suruga Bayin2002．

DOP（llM）t C：N：P

Fradonb S印．　　　　Nov．　　．S町　　　　Nov．

HMWDOM O．01±0．00　　0，01±0．00　　183：17：1　192：18：l

MMW棚WDOM O．10±0．01　　0．11±0．00－　　610：41：1　　548：33：1

AAver喝e±StandarddeviahofreplicdedandyscSincludingthepo∝eSSOfwet

O通血on（〃＝3）．

bsizer叫geOfeach録acdonwasdefinedasfolIows；HMWDOM：10kDatoO．lpm，
MMW与LMWDOM：Smdler血肌10kDa

は9月，11月ともHMWDOMに比べてMMW＋LhⅣDOM17－18で

高い値を示した．一方DONとDOPの比（N：P比）は，HMWDOM

で17－18：1，仙Ⅳ＋LMW DOMで33－41：1であり，ⅢⅣDOM

に比べてMMW＋LMWDOMで高い値を示した（表2）．これらの

結果から，分子量の小さい有機物ほど炭素と窒素に対し相

対的にリンが不足していることが示された．

考　察

駿河湾におけるサイズフラクションごとのDOMの性質

本研究ではTangential－flow式の限外ろ過装置を用い

て駿河湾表層（20m）海水と中層（800m）海水に含まれる

DOMを3つのフラクションに分子量分画し，それぞれのフ

ラクションにおける有機物中の炭素，窒素，リンの存在量

とそれらの元素比について7月から11月まで傾向を調べ

た．リンについては9月と11月の20mの試水における分

画分子量10kDa以大と以小の2画分のデータしか得られ

なかったが，炭素と窒素は測定を行ったすべての試料で定

量可能であった（表1）．核磁気共鳴分光法による分画分子

量1kDa以大の高分子DOMの官能基分析では，炭素のおよ

そ50％が炭水化物骨格であること（Benner et a1．，1992），

また窒素，リンについてはその大部分がアミド基，リン酸

エステルであること（McCarthy et a1．，1997；Clark et
aJ．，1998）が示されており，比較的一次生産が高い駿河湾

表層（日野ほか，2000）でも高分子DOMの炭素，窒素，リ

ンは生体構成成分の特長を有するこれらの化合物が卓越

している可能性が考えられる．

海水中のDOMについて，bulk D（℃濃度とI kDaまたは

10畑a以大の高分子画分の割合および高分子画分のC：N

比を調べた既存の報告例を表3に示した．本研究による駿

河湾表層（20m）のDOC濃度は57．7－65．1岬であり，春か
ら秋の一次生産が高い時期（日野ほか，2000）の結果を含ん

でいるにも関わらず，他の沿岸表層水中のD∝濃度（68－98

岬）に比べて低い傾向が見られた．これに対して，駿河湾

中層（800m）のD∝濃度は41．5－43．4岬であり，他の海域

における750mのDOC濃度（40－501劇）の範囲に入っている．

この要因として，駿河湾が開放性の湾であり貧栄養の黒潮

水の流入により表層のDOM濃度が希釈されている可能性

が考えられる．1kDa以大のDOMがbulk DOMに占める割

合を炭素量から算出した値（以降，H脚％）は駿河湾表層で
28．2－29．7％であり，太平洋における報告値（22－38％）と一致

した．仙川鴨はチェサピーク湾で52－65％と高い値を示し，

この海域ではbulk DOM中の炭素濃度が高い（118－215脚）

ことから，lkDa以大の高分生産が重要な役割を担って洋，

5

大西洋，北海において，サイズの異なる有機物のC：い

ることが示唆される．一方，中層以深におけるHMW％の値

は本研究の結果を含めて13－30％であり，深度別に定量を

行った5つの研究例では何れも表層に比べて中層のHM鴨

が低くなる傾向を示した．以上の結果は，lkDa以大の高

分子DOMが一次生産の活発な時に多く生産され，拡散や水

の混合により中層以深に輸送される過程で海水中から除

去され易いことを示唆している．Amon　＆　Benner

（1994，1996）はlkDa以大の高分子DOMがl kDa以小の低

分子DOM　よりもバクテリアに無機化される速度が速いこ

とを実験的に示したが，HM鴨の空間的変動パターン（表3）

はAmon＆Benner（1994，1996）の結果と一致し，l kDa

以大の高分子DOMが低分子DOMに比べてバクテリアにより

無機化されやすいことを示唆している．また，本研究で

は20mの試水中のⅢⅣDOMと仙ⅣDOMの両者に対して季

節によるDOC濃度の顕著な違いは見られなかった（表1，

図3）・この結果は，bulkDOM中のDOC濃度が57．7－65．1pM
と常に比較的低く，貧栄養の外洋水の影響を受けている可

能性があることに起因していると考えられる．

サイズフラクションごとのDOMのC：N：P比

本研究により駿河湾のDOMをサイズ分画してC：N比を

比較した結果，lkDa以大の高分子DOMのC：N比の値は

10－21であり，既存の報告値（11－36）の範囲に入った（表3）．

また，lkDa以大の高分子DOMのC：N比における鉛直方

向の変化ついて，既存の研究結果には統一した傾向が見ら

れなかった（表1）．本研究では，9月と11月の試水にお

いて20mと800mでC：N比が仙ⅣDOMで10．3－10．9，
LMWDOMで15．2－16．4となり，2つの深度で極めて近い値

を示した。しかし，仙ⅣDOMでは20mで14．5－16．6，800m
で19．3－22．5となり，800mで10近く高い値を示した（表

1）．この結果は，表層から中層に有機物が輸送される過程

で仙ⅣDOMではタンパク質などの窒素に富んだ化合物群が

バクテリアなどにより優先的に無機化されて海水中から

除去されている可能性を示している．Fukuda（2000MS）は，

日本沿岸の表層海水中の10kDa以大の高分子DOMと10

kDa以小の低分子Ⅸ朋をバクテリアに分解させた結果，結

合態アミノ酸については10kDa以小の低分子DOMで減少

量が大きかったことを報告しており，本研究の結果と一致
する．

一方，DOM中のリンについてはこれまでサイズごとに分

けて議論した研究例が少なく，特に分画分子量10kDaで

DOMを分けてDOPを定量した報告例はほとんどない．子DOM

の濃度に対して一次Kolowith f，faJ．（2001）は，太平N：
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表3　海洋におけるIXに濃度と高分子D硯の存在比（l珊）およびそのC：N比に関する報告値の比較．
TabIe　3　Concentration ofbulk DK，and relative abundance（Ⅰ珊）andC：N ratio of hightnolecular Yeight DOM

in marine environments．

F血血血　　　　PrcGld　叫　B此DOC（pM）HMW％b c：N R戚nwe

＞1肋
CoaSldW血　C軸止B町　　　0．2岬n　　血

a∬dMd血　　　　0．2Pn lOm

750m

S叩吋　　　　0■lpm　　20m

800m

O血W血rl鵬戯leAh血Bi由10．2Pm　　2－250m

0．21皿　　　3m

300m

750m

0．2岬n　750－2，600m

S畔的良治　　　　0・2岬　　2m

％Om

2400m

P8d蝕0∝鵡n O．11m　　2－100m

200＿7651n

4，00Om

＞1仙
C鵬IWdF C叫叫　　　0・21m Sl血

S叩叫　　　　　0．1岬　　20m
800n

O血W血　M独鮎A細血Biか10．2lm　　2・250m
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95　　　　　　30　　　　17　　　馳Ⅳ灯Jd．（1997）

48　　　　　　　24　　　　15．8

．1
．4

慧
醐
棚

5
4

40

48．5

48●一

M
8
■
　
乃
4
7
鵬
“
M
l
J

28■2

13・15　　ThS血中
10＿21

14－24　　0tの＆S純bch（1996）

慧
崇
m
1

5
・
6
服
3
・17
諾

l
‘
V
l

1
1
1
5
′
0
0
0

M
1
6
3
・

1
8
－
3
2
3
．鳥
2
3
摘
臓
は

3
′
b
O

l
1
2
へ
ノ
一
1
2

118．215　　　　11・16

57．745．1　　　3．7・4．3

41．543．4　　　1．2－1．7

5ト98　　　　　4・11

4も．49　　　　　　34

AIw血椚gId．（2002）

Guo＆S皿加鮎（1996）

8昭reld．（1997）

払ⅣeId．（1997）

13－24　　Guo＆S血i（1996）

さ．2－10．6　Tb由叫

10j．14．1

15・25　　Gw＆S出血（1996）

17．36

り山鹿針山』蝕引離掴叫坤肋鵬鳳
b加山鉾OfDOC00血血iAHMWDOMb蝕腋　bh此DOM・

‘HMWDOMh血W鮎001血l血郎仙止血○丘血dl・10uh鉱山＞10肋

P比を求め，その結果，0．1匹－60匹の粒子態有機物のC：

N：P比が9ひ－134：11－16：1，またlkDa－0．1岬のDOM
のC：N：P比が307－314：17－20：1であることを報告

している．この結果は，粒子態有機物に比べてD（伽では相

対的にC：P比とN：P比が高いことを示唆している．本

研究はDOMを分画分子量10kDaでサイズ分画し，10kDa

以大または以小のD髄のC：N：P比を明らかにした．そ

の結果，C：N‥P比は10kDa以大の川鯛＝Ⅸ朋に比べて

10畑a以小の姐Ⅳ＋L脚00Mで高い値を示し（表2），有機

物のサイズが小さくなるほどC：N：P比が高くなるとい

う頗向がⅨMの範囲内まで拡張されることが確認された．

まとめ

Tangential－floY式限外ろ過を行って駿河湾St．2の水

深20mと800mの海水中に含まれるD棚を3つのフラク

ションにサイズ分画し，フラクションごとの有機物の存在

量と元素比を定量し，Ⅸ伽のサイズ特性について考察した．

フラクションごとの存在量は，炭素，窒素ともmⅣ00M

で最も少なかったのに対して，L脚Ⅸ伽で最も多くなり，

分子量が小さくなるほど存在量が大きくなる候向があっ

た．また，ⅢⅣD棚と鵬ⅣⅨ朋のbulkⅨ期日こ対する割合は，

20mよりも800mのほうが低くなり，中層では高分子の
ものほど海水中に存在しにくいことを示唆した．20mに

おけるフラクションごとのC：N比は，mⅣⅨ朋で最低，

LlⅣⅨ朋で最大となり，分子量が大きくなるほど相対的に

窒素に富む候向があった．一方800mでは9月と11月に

抽ⅣDOMとuⅣDOMのC：N比が20mの値とほぼ同じ値

を示したのに対し，仙ⅣDOMのC：N比は20mにおける

同時期の値に比べて800mで著しく高い値を示し，同時期
の抽ⅣDOMとL脚DOMと比べても高い値を示した，

一方リンは9月と11月の20mの試水において，Ⅰ側WDOM

で，0．011吼鳩Ⅳ＋uⅣ脚Mで0・10－011脚であり，リン
についても低分子ほど存在量が多いという結果となった．

この結果をもとにしたC：P比，N：P比は抽ⅣDOMに比

べて仙Ⅳ十LlⅣⅨMで高く，低分子D側では炭素と窒素に比

べて相対的にリンが不足していることが示された．
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